
 2024（令和 6）年 4 月号 No.223  

 

 

 

 

 

 

麗 春 の 候 、皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す ご 清 栄 の こ と と お 慶

び 申 し 上 げ ま す 。  

確 定 申 告 、何 と か 終 わ り ま し た 。皆 様 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。 納 税 額 を 早 く お 知 ら せ し た い 、 ま た 3 月 15 日 の 期 限 に 遅 れ

る と 無 申 告 で す 。ご 迷 惑 を お か け せ ず に 済 ん で 、ホ ッ と し て い ま す 。 

確 定 申 告 の 報 告 な ど で お 伺 い す る と 、政 治 家 の パ ー テ ィ 券 の 裏 金

の 話 題 に な り ま す 。私 た ち は 領 収 書 1 枚 な く て も 疑 わ れ ま す 。そ し

て 納 め る 税 金 は 、日 々 の 事 業 や 生 活 の 中 か ら 何 と か 支 出 す る お 金 で す 。そ れ が 政 治 家 は 、パ ー

テ ィ 券 で 集 め た お 金 の 一 部 を 収 支 報 告 書 に 記 載 し て い ま せ ん で し た 。そ し て 、ノ ル マ 超 過 分 の

キ ッ ク バ ッ ク を 受 け て い ま し た 。こ ん な の 売 上 を 計 上 し て い な い の と 同 じ で す 。そ れ を 検 察 が

起 訴 で き た の は 会 計 責 任 者 だ け で す し 、国 の 一 番 偉 い 人 は 裏 金 に あ た ら な い な ん て 言 っ て い ま

す 。 い っ た い 日 本 は 、 ど う な っ て い る の で し ょ う ね 。  

さ て 、国 は 、賃 上 げ と 合 わ せ て 、生 産 性 向 上 が 必 要 だ 、と 言 っ て い ま す が 、生 産 性 が な い の

は 、国 会 議 員 の よ う に 思 い ま す 。票 と お 金 集 め は 一 所 懸 命 で す が 、議 会 中 は 寝 て い る 人 も い ま

す し 、 原 稿 を 読 む だ け で 、 国 の 将 来 の こ と を 議 論 し て い る と は 、 と て も 考 え ら れ ま せ ん 。  

そ の 国 が 唱 え て い る『 生 産 性 向 上 』、個 人 的 に は こ の 言 葉 は 好 き で は な い で す 。仕 事 を 早 く

完 了 さ せ ろ 、無 駄 を 省 け 、役 に 立 た な い 人 は 辞 め て も ら う 、と い う 風 に 聞 こ え ま す 。確 か に 仕

事 は 早 く 終 わ ら せ た 方 が い い で す し 、無 駄 も な い 方 が い い で す 。で も 、日 本 が 長 期 停 滞 し て い

た の は 、付 加 価 値 が 生 み 出 せ て い な か っ た か ら だ と 思 い ま す 。モ ノ を 購 入 す る か ど う か は 、そ

の 人 に と っ て 価 値 が あ る か ど う か で 、モ ノ が 売 れ な い の は 価 値 が な い

か ら で す 。価 値 が あ れ ば 売 れ ま す 。人 に 欲 し い と 思 っ て も ら え る の が

付 加 価 値 で す 。付 加 価 値 を 生 み 出 す の に 、生 産 性 向 上 だ け で い い の で

し ょ う か 。 そ れ こ そ 、 多 様 性 や 見 方 を 変 え る 、 様 々 な 経 験 を す る 、じ

っ く り 考 え る な ど 、そ の 方 が 付 加 価 値 を 生 み 出 す こ と に つ な が る と

思 う の で す が … 。も っ と 日 本 を よ く す る 、

み ん な が や る 気 に な る 施 策 、言 葉 は な い

の で し ょ う か 。国 や 政 治 家 の 言 葉 は 分 か

り に く い し 、伝 わ ら な い で す（ 故 意 に そ

う し て い る と 思 っ て い ま す が ）。も っ と

語 彙 力 を つ け て 欲 し い で す 。そ し て 、裏

金 問 題 も 含 め て 説 明 を き ち ん と し て も

ら い た い で す 。  

で は 、事 務 所 だ よ り 4 月 号 を お 送 り し

ま す 。こ の 時 期 、花 粉 症 で 大 変 で す (T_T)。 

 

 ☆  お 知 ら せ （ 2024 年 4 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

4 月 10 日  
 

3 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

4 月 15 日  
 

給 与 支 払 報 告 に 係 る 給 与 所 得 者 異 動 届 出  

4 月 30 日  
 

公 共 法 人 等 の 道 府 県 民 税 及 び 市 町 村 民 税 均 等 割 の 申 告  

 

2 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 

2 月 、 5 月 、 8 月 、 11 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

8 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 

消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 5 月 、 8 月 、 11 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,8 00 万 円 超 の 1 月 、 2 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人 の 1 月 ご と の 中 間 申

告 (12 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

  
 

軽 自 動 車 税 (種 別 割 )の 納 付 （ 4 月 中 に お い て 市 町 村 の 条 例 で 定 め る 日 ）  

 

固 定 資 産 税 (都 市 計 画 税 )の 第 1 期 分 の 納 付 (4 月 中 に お い て 市 町 村 の 条 例 で 定 め る 日 ) 

 

固 定 資 産 課 税 台 帳 の 縦 覧 期 間 （ 4 月 1 日 か ら 20 日 又 は 最 初 の 固 定 資 産 税 の 納 期 限 の い

ず れ か 遅 い 日 以 後 の 日 ま で の 期 間 ）  

 

固 定 資 産 課 税 台 帳 へ の 登 録 価 格 の 審 査 の 申 出 （ 市 町 村 が 固 定 資 産 の 価 格 を 登 録 し た こ

と を 公 示 し た 日 か ら 納 税 通 知 書 の 交 付 を 受 け た 日 後 3 月 を 経 過 す る 日 ま で の 期 間 等 ）  

 

 

 ☆  6 月 1 日 か ら 定 額 減 税 が 始 ま り ま す   

 

皆 さ ん の お 手 元 に「 定 額 減 税 」の パ ン フ レ ッ ト が 届 い て い る と 思 い ま す 。こ れ は 、長 引 く デ

フ レ 対 策 と し て 、令 和 6 年 度 改 正 で 設 け ら れ た 減 税 措 置 で す（ 増 税 メ ガ ネ と 言 わ れ た の が 嫌 だ

っ た と の 説 も あ り ま す が … ）。日 本 に 住 ん で い る 人 で 一 定 の 要 件 を 満 た せ ば 基 本 的 に 誰 で も 受

け ら れ ま す 。 給 付 金 と は 異 な り 、 令 和 6 年 6 月 か ら の 源 泉 徴 収 （ ※ ） で 税 額 と 相 殺 さ れ た り 、

確 定 申 告 や 年 末 調 整 の タ イ ミ ン グ で 1 年 分 納 め る べ き 所 得 税 か ら 控 除 さ れ た り す る 形 で 還 元

さ れ ま す 。  

適 用 対 象 者 は 、 ① 日 本 に 住 所 が あ る 居 住 者  ② 合 計 所 得 金 額 1,805 万 円 以 下 （ 給 与 収 入 の み

で あ れ ば 年 収 2,000 万 円 以 下 。判 定 は 、所 得 税 は 令 和 6 年 、個 人 住 民 税 は 令 和 5 年 の 実 績 ）の

方 で す 。  

※  源 泉 徴 収 制 度  ＝  給 料 の 支 払 い 時 に「 所 得 税 ＋ 復 興 特 別 所 得 税 」を 働 い て い る 人 か ら 預 っ て 、預 っ

 

 

⻄⽥成希税理⼠事務所
〒 659 -0053  

芦屋市松浜町 6 - 14 -2  

Te l： 090 - 7490 - 7396  

Fax： 0797 - 78 -6488  

金 も あ れ ば 、青 も あ り ま

し た 。ガ ン バ 大 阪 の ポ ス

ト で す 。  

柔 道 の 阿 部 詩 選 手 の 2020 東

京 オ リ ン ピ ッ ク 金 メ ダ ル 、

記 念 ゴ ー ル ド ポ ス ト で す 。  
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た 所 得 税 と 復 興 特 別 所 得 税 を 会 社 が 従 業 員 な ど に 代 わ っ て 税 務 署 に 納 付 す る 仕 組 み 。  

こ の た め 、 国 外 に 住 所 が あ り 、 日 本 で 納 め る 税 金 が 限 ら れ て い る 非 居 住 者 は 対 象 外 で す し 、

一 般 的 に 富 裕 層 と 言 わ れ る 方 も 対 象 に な り ま せ ん 。  

定 額 減 税 の 名 の 通 り 、こ の 措 置 は 減 税 措 置 で あ り 、給 付 金 の 支 給 で は あ り ま せ ん 。給 付 金 な

ら 基 本 は 自 治 体 が や っ て く れ ま す が 、減 税 は 税 金 の た め 、私 た ち が 自 己 責 任 で 計 算 す る 必 要 が

あ り ま す 。  

実 施 に つ い て は 、6 月 以 降 の 源 泉 所 得 税 の 計 算 と 1 年 ま と め て の 年 末 調 整 で の 計 算 と 2 つ の

段 階 で そ れ ぞ れ 計 算 す る 必 要 が あ り ま す 。こ の た め 、計 算 方 法 は も ち ろ ん 、対 象 と な る 扶 養 親

族 な ど の 判 定 も 、源 泉 徴 収 と 定 額 減 税 で 異 な っ て い ま す 。こ れ が 、と て も 分 か り に く く 、非 常

に ミ ス し や す い 制 度 に な っ て い ま す 。そ の 計 算 ミ ス は 会 社 や 納 税 者 の 責 任 に な り ま す の で 、慎

重 に 処 理 す る 必 要 が あ り ま す 。 今 回 は 、 給 与 所 得 に つ い て 中 心 に 説 明 し ま す 。  

さ て 、 定 額 減 税 で 控 除 さ れ る 金 額 で す が 、 以 下 の 通 り と な っ て い ま す 。  

所 得 税  本 人 30,000 円 ＋ 同 一 生 計 配 偶 者 30,000 円 ＋ 扶 養 親 族 の 人 数 ×30,000 円  

個 人 住 民 税  本 人 10,000 円 ＋ 同 一 生 計 配 偶 者 10,000 円 ＋ 扶 養 親 族 の 人 数 ×10,000 円  

サ ラ リ ー マ ン の 方 で 、奥 様 が 配 偶 者 控 除 の 範 囲 内 で 働 い て お り 、子 ど も が 2 人 い れ ば 、最 大

120,000 円 所 得 税 が 還 元 さ れ ま す 。 住 民 税 は 、 40,000 円 で す 。  

こ こ で 、 配 偶 者 や 扶 養 親 族 に つ い て 、 所 得 税 の 源 泉 徴 収 と 定 額 減 税 で の 差 異 を 確 認 し ま す 。 

源 泉 徴 収 （ 配 偶 者 控 除 ・ 配 偶 者 特 別 控 除 ）  
 

定 額 減 税 （ 同 一 生 計 配 偶 者 ）  

・ 本 人 （ 夫 ） の 合 計 所 得 金 額 が 900 万 円 以 下  違 う  
・ 本 人 （ 夫 ） の 合 計 所 得 金 額 が 1,805 万 円 以

下（ 合 計 所 得 金 額 が 900 万 円 超 で も 適 用 あ り ） 

・配 偶 者（ 妻 ）の 合 計 所 得 金 額 が 95 万 円 以 下

（ 配 偶 者 特 別 控 除 の 適 用 の あ る 妻 も 含 む ）  
違 う  

・配 偶 者（ 妻 ）の 合 計 所 得 金 額 が 48 万 円 以 下

（ 同 一 生 計 配 偶 者 ）  

・ 国 外 在 住 の 配 偶 者 も 含 ま れ る  違 う  ・ 居 住 者 の み が 対 象  

   

扶 養 控 除 （ 源 泉 徴 収 時 ）  
 

定 額 減 税 （ 扶 養 親 族 ）  

・ 扶 養 親 族 の 年 齢 が 16 歳 以 上  違 う  ・ 扶 養 親 族 が い れ ば よ い 。 年 齢 の 制 限 は な し  

・ 扶 養 親 族 の 合 計 所 得 金 額 が 48 万 円 以 下  同 じ  ・ 扶 養 親 族 の 合 計 所 得 金 額 が 48 万 円 以 下  

・ 国 外 在 住 の 扶 養 親 族 は 30 歳 未 満 、 又 は 70

歳 以 上 で あ れ ば 適 用 あ り（ 30 歳 以 上 ～ 70 歳 未

満 は 原 則 適 用 な り ）  

違 う  ・ 居 住 者 の み が 対 象  

こ の よ う に 要 件 が 異 な っ て い る う え に 国 税 庁 の パ ン フ レ ッ ト な ど は 専 門 用 語（ ？ ）で 記 載 さ

れ て い る の で 、 非 常 に 分 か り に く い で す 。  

ま た 、 上 記 を 判 定 す る の に 、 年 末 調 整 の と き に 提 出 し て も ら っ て い る 「 扶 養 控 除 等 申 告 書 」

で は 、分 か ら な い と こ ろ も あ り ま す 。例 え ば 、本 人 の 所 得 が 900 万 円 を 超 え る た め 配 偶 者 控 除

や 配 偶 者 特 別 控 除 を 受 け ら れ な い と 、い う 理 由 で「 扶 養 控 除 等 申 告 書 」に 配 偶 者 の 記 載 が な い

場 合 で す 。 定 額 減 税 で は 配 偶 者 の 30,000 円 の 控 除 が で き ま す の で 、 改 め て 本 人 に 配 偶 者 の 状

況 を 教 え て も ら う 必 要 が あ り ま す 。 そ の あ た り の 関 係 は 、 下 記 の 図 の よ う に な り ま す 。  

【 配 偶 者 控 除 と 定 額 減 税 】   【 扶 養 控 除 と 定 額 減 税 】  

（ 本 人 の 合 計 所 得 金 額 ）    （ 扶 養 親 族 の 年 齢 ）   

       

1 , 8 0 5 万 円  定 額 減 税 の み  ← 扶 養 控 除 等 申

告 書 で は 分 か ら

な い 場 合 が あ る  

  扶 養 控 除  

定 額 減 税  

 

900 万 円  配 偶 者 控 除  

定 額 減 税  

配 偶 者 特 別 控 除   16 歳  定 額 減 税 の み  ← 扶 養 控 除 等 申

告 書 で は 分 か ら

な い 場 合 が あ る  

 48 万 円  95 万 円    48 万 円   

 （ 配 偶 者 の 合 計 所 得 金 額 ）   （ 扶 養 親 族 の 合 計 所 得 金 額 ）  

で は 、 要 件 を あ る 程 度 見 た と こ ろ で 、 実 際 に ど の よ う に 還 元 さ れ る の か を 見 て み ま す 。  

【 所 得 税 】  

令 和 6 年 6 月 1 日 以 降 に 支 給 さ れ る 給 与 の 源 泉 徴 収 税 額 か ら 定 額 減 税 額 が 控 除 さ れ ま す 。 

控 除 し き れ な い 金 額 は 次 回 の 給 与 に 繰 り 越 さ れ 、 令 和 6 年 中 に 支 払 わ れ る 給 与 等 の 源 泉

徴 収 さ れ る べ き 所 得 税 等 の 額 か ら 順 次 控 除 さ れ ま す 。つ ま り 、毎 月 の 給 料 か ら 徴 収 さ れ て い

る 所 得 税 の 累 計 が 30,000 円 に な る ま で 、 所 得 税 は 徴 収 さ れ ま せ ん 。  

【 住 民 税 】  

令 和 6 年 6 月 分 給 与 で は 住 民 税 の 特 別 徴 収 （ 天 引 き ） が 行 わ れ ず 、 定 額 減 税 後 の 住 民 税

の 額 を 11 分 割 し 、 令 和 6 年 7 月 分 ～ 令 和 7 年 5 月 分 の 給 与 で 特 別 徴 収 が 行 わ れ ま す 。  

こ れ は 、少 し 複 雑 で す 。年 間 の 住 民 税 の 総 額 か ら 定 額 減 税 を 控 除 す る の で す が 、6 月 分 に

つ い て は 、役 所 の 手 続 き が 間 に 合 わ な い の で 住 民 税 は 徴 収 せ ず 、7 月 以 降 の 住 民 税 に つ い て 、

定 額 減 税 控 除 後 の 金 額 を 7 月 か ら 5 月 ま で の 11 回 で 納 め る 、と い う 仕 組 み に な っ て い ま す 。  

給 与 所 得 者 に つ い て は 、 役 所 が 計 算 し て く れ ま す の で 、 特 に 何 も す る 必 要 は あ り ま せ ん 。 

 

（ 例 ） 本 人 と 配 偶 者 が 定 額 減 税 の 対 象 と な る 場 合  

（ 定 額 減 税 額 を そ れ ぞ れ 所 得 税 60,000 円 、 住 民 税 20,000 円 と す る と ）  

令 和 6 年 6 月 分 給 与  所 得 税  11,0 0 0 円 － 60,0 0 0 円 ＝ 0 円  

（ 残 り の 定 額 減 税 49, 00 0 円 が 次 月 繰 越 ）  

個 人 住 民 税  0 円  

（ 徴 収 な し ）  

令 和 6 年 7 月 分 給 与  所 得 税  11,0 0 0 円 － 49,0 0 0 円 ＝ 0 円  

（ 残 り の 定 額 減 税 38, 00 0 円 が 次 月 繰 越 ）  

個 人 住 民 税  （ 240, 0 0 0 円 － 20,00 0 円 ） ÷ 11＝ 20,0 0 0 円  

（ こ れ 以 降 20, 00 0 円 で 特 別 徴 収 ）  

こ こ ま で 見 た 通 り 、だ い ぶ や や こ し い 制 度 で す が 、年 末 調 整 や 確 定 申 告 で 大 ど ん で ん 返 し が

待 っ て い ま す 。 そ の あ た り は 、 5 月 号 で ご 説 明 し ま す 。  


